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都
内
62
自
治
体
の
電
力
調
達
の
状
況
を
調
査

環
境
配
慮
・
地
域
経
済
循
環
の
た
め
の
パ
ワ
ー
シ
フ
ト
へ

い
。な
ぜ
な
ら
、多
く
は
国
か
ら
示
さ
れ

る
基
本
方
針
を
参
考
に
自
治
体
方
針

を
策
定
し
て
い
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
る

か
ら
だ
。

　

そ
う
し
た
中
で
世
田
谷
区
、
江
戸
川

区
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
割
合
を

高
く
評
価
す
る
独
自
の
環
境
評
価
を

導
入
。ま
た
、港
区
で
は
他
地
域
の
自
治

体
と
連
携
し
て
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

調
達
を
行
う
な
ど
、
今
後
各
自
治
体
へ

提
案
す
る
際
の
参
考
に
な
る
事
例
も
い

く
つ
か
見
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

さ
ら
に
今
後
は
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
中
身
に
も
着
目
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
。近
年
で
は
、例
え
ば
バ
イ
オ
マ

ス
発
電
で
、
パ
ー
ム
油
や
パ
ー
ム
椰
子

種
子
殻
、輸
入
木
質
ペ
レ
ッ
ト
な
ど
、燃

料
調
達
段
階
で
環
境
負
荷
の
問
題
が

問
わ
れ
る
例
も
あ
る
か
ら
だ
。

自
治
体
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
活
用
を
促
進
し
よ
う

　

私
が
議
員
を
務
め
る
品
川
区
で
は

「
品
川
区
環
境
基
本
計
画
」
で
、
C
O
２

削
減
目
標
を
国
の
目
標
よ
り
も
高
い

設
定
（
2
0
3
0
年
に
2
0
1
3
年
度

比
40
％
削
減
）
と
し
、
実
現
の
た
め
の

　

か
つ
て
電
力
シ
ス
テ
ム
改
革
や
電
力

小
売
全
面
自
由
化
を
機
に
、
全
国
に
多

数
の
新
電
力
会
社
が
発
足
す
る
な
ど
、

電
力
小
売
を
め
ぐ
る
状
況
が
変
化
し

た
。東
京
都
で
は
原
発
事
故
の
翌
年
以

降
、
新
電
力
か
ら
調
達
す
る
基
礎
自
治

体
が
増
え
、
電
力
自
由
化
が
始
ま
っ
た

2
0
1
6
年
に
は
62
自
治
体
の
内
25

が
新
電
力
に
切
り
替
え
て
い
る
。し
か

し
、
そ
の
後
大
手
電
力
に
よ
る
巻
き
返

し
が
起
こ
っ
て
い
る
。

ロ
ー
カ
ル
発
・
パ
ワ
ー
シ
フ
ト
！

自
治
体
の
電
力
調
達
の
実
態

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
を

政
策
に
掲
げ
る
東
京
・
生
活
者
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
は
、
本
調
査
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ

れ
の
自
治
体
の
電
力
調
達
の
現
状
と
今

後
の
方
針
を
確
認
し
、
そ
れ
を
機
に
自

治
体
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
を

促
す
こ
と
を
目
的
と
し
調
査
活
動
に
参

画
し
た
。

　

調
査
の
結
果
、
７
割
以
上
の
自
治
体

が
電
力
環
境
配
慮
調
達
に
関
し
て
何
ら

か
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
っ
た
が
、
必
ず
し
も
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
調
達
に
は
つ
な
が
っ
て
い
な

重
点
政
策
に
「
区
施
設
へ
の
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
」
を
掲
げ
て
い
る
。具

体
策
と
し
て
2
0
1
9
年
度
に
「
障
害

児
者
総
合
支
援
施
設
」
へ
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
1
0
0
％
の
電
力
を
導
入
、

2
0
2
0
年
に
は
区
の
第
二
庁
舎
や

品
川
歴
史
館
、
2
カ
所
の
在
宅
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
も
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

1
0
0
％
の
電
力
に
切
り
替
え
た
。品

川
・
生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、環
境
基

本
計
画
と
重
点
政
策
の
推
進
を
促
し
つ

つ
、
今
後
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
中

身
も
点
検
し
て
い
く
構
え
で
あ

る
。

　

地
方
自
治
体
は
電
力
消
費
の

規
模
も
大
き
く
、
そ
の
調
達
方

針
は
電
力
市
場
の
方
向
性
に
多

大
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な

る
。自
治
体
の
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
活
用
を
促
す
こ
と
で
東

京
・
生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

政
策
実
現
を
め
ざ
し
て
い
く
。

東
京
・
生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

環
境
部
会
長
／
品
川
・
生
活
者

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
区
議
会
議
員

吉
田
ゆ
み
こ

　都心を低空で離発着する羽田新ルート下では “ 生活を脅かす
新たなリスクは認められない ” と、2014 年の計画発表以来 20
余の市民運動が起きた。街頭宣伝や署名、自治体や地方議会への
請願あるいは直接国交省へ計画断念要請も行う中、複数区議会
からは全会一致の見直し要請決議も獲得した。
　昨年７月19日には埼玉・東京・神奈川の各地域の反対の声を
“都心低空飛行は無謀だ”という唯一点で連携し国に政策を断念
させるための結集軸「羽田問題解決プロジェクト」が誕生。する
とこの動きを封じ込めるかのように、東京都がルート下の副区
長・副市長を集めて国の責任で進めることを事実上承認。8 月8
日、国交大臣による新ルートの正式決定に至った。プロジェクト
は抗議とともに専門家や東京選出の超党派国会議員らと国交省
交渉を進め、シンポジウムやデモを呼び掛け、メディアを含め羽
田問題を広くアピール。国の公聴会でも発言してきたが、今年 3
月29日遂に本番運用が始まった。
　改めて問題点を確認すると、❶過去の市民運動が勝ち取った
羽田沖合移転（海から入って海へ出る約束）の反故❷郊外移転
が世界の過密都市空港の趨勢で、これに逆行する危険な離発着
ルート❸根拠薄弱な経済効果と僅かな増便効果に比して、騒音・
落下物・環境汚染など計り知れないリスクがバランスしない愚
策❹長期的航空行政ビジョンを持たないまま成田と羽田の役割
分担をも無視、国交省の民主的手続すら軽視する強行姿勢❺騒
音対策であるとして危険な3.45度進入を強行するも米軍横田基
地との空域高度調整が真相であること——いずれも今日の航
空行政と思えぬ無謀と論理破綻である。

　騒音や落下物の脅威を眼のあたりに
した市民は、国や自治体に多くの抗議
の声を寄せ、街頭で訴え、ＳＮＳを通じた
発信も広がりつつある。プロジェクトも改
めて運用中止要請署名を各地に呼び掛け7 月の国交省交渉時に
提出。さらに新たな動きも出てきた。１つ目は品川区で区民投票
条例を成立させ新ルートの是非を問う、というもの（法定署名期
間：10月4日～ 11月3日）。市民自らが直接民主主義を行使、議会
に条例制定を求め、民意を投票で確認して国を質すものだ。2つ
目は6 月12日にルート下各地の原告29 人が新ルートの取り消し
を求めて行政訴訟を起こしたこと。国の政策判断の誤りを法的手
続きをもって質すものだ。他方、国も“ 新ルートを固定化させな
い検討会”を6月末発足。ガス抜き的ではあるが、国もこのまま新
ルートで押し切れない状況に追い込まれていることも事実だ。
　見通しの立たないコロナ禍が世界を襲っている。航空需要は激
減。にもかかわらず国は、新ルート一時中断要請にさえ耳を貸さ
ない。国際航空業界団体 IATA の見解でも航空需要が戻るのは5
年先。それどころかこの間世界の航空会社のレイオフや経営破綻
の流れ、さらにポストコロナの社会像を想う時、航空需要がコロ
ナ以前に戻ることはないだろう。いつか必ず国交省自らが振り上
げた拳を降ろさざるを得ない日がやってくる。重要なのは、世界

に類なき愚策に抗議の意思を発
信し続けることだ。
大村　究
羽田問題解決プロジェクト代表

STOP 羽田新ルート

重
要
な
の
は
、

世
界
に
類
な
き
愚
策
に

抗
議
の
意
思
を
発
信
し
続
け
る
こ
と

　

東
京
・
生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、今
年
２
月
か
ら
４
月
に
か
け
て
、パ
ワ
ー
シ
フ
ト
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
運
営
委

員
会（
事
務
局
：
国
際
環
境
N
G
O  

F
o
E  

J
a
p
a
n
）、国
際
環
境
N
G
O
グ
リ
ー
ン
ピ
ー
ス
・
ジ
ャ
パ
ン
と

共
に
都
内
全
62
自
治
体（
23
区
26
市
5
町
8
村
）を
対
象
に「
自
治
体
の
電
力
調
達
の
状
況
に
関
す
る
調
査
」を

行
っ
た
。7
月
9
日
に
は
都
庁
記
者
ク
ラ
ブ
で
調
査
結
果
に
つ
い
て
記
者
発
表
、
8
月
5
日
に
は
オ
ン
ラ
イ
ン
に

よ
る
報
告
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し
た
。報
告
セ
ミ
ナ
ー
に
は
1
9
2
人
が
参
加
、関
心
の
高
さ
が
う
か
が
わ
れ
た
。

地域ネット

大田ネット
OTA 未来カフェ「多重債務とは」
9 月 19 日（土）14：00 ～ 16：00　大田・生活
者ネットワーク事務所（蒲田駅）　司法書士のお
話　03-6424-7561

西東京ネット
おしゃべりネット第 1 回「それ、捨てる？」
9 月 20 日（日）13：30 ～　パスレル保谷（保谷
駅 14 分）　フードロス問題に気づき、6 カ月間、
捨てられる食品だけで生き延びたカナダの夫婦
の実践をテーマに　042-453-4121

府中ネット
男女共同参画市民企画講座・女縁で生きなおす
居場所「jikka」とは
9 月 20 日（日）13：30 ～ 15：30　府中市男女
共同参画センター「フチュール」（ステーザ府中
中河原 4 階／中河原駅）　講師：遠藤良子（NPO
法人くにたち夢ファーム Jikka 代表）　会場参加：
要予約　zoom 参加申込み：下記フォームより
https://forms.gle/TndzU7nhHYadnSAs9　主催：
男女共同参画センター登録団体「府中ネット」
042-327-0696（佐々田）

練馬ネット
9 条スタンディング（毎月 9 日）
10 月 9 日（金）12：00 ～ 13：00　練馬駅南口
前　主催：練馬ネット 9 条の会　03-3993-4899

西東京ネット
おしゃべりネット第 2 回「お決まりの道じゃなくっても」
10 月 24 日（日）13：30 ～　パスレル保谷 ( 保
谷駅 14 分 )　042-453-4121

杉並ネット
使い終わった食用油の回収
使い終わった食用油を回収して精製すれば、エ
コな燃料になります。受付：平日の 11：00 ～
17：00　回収ステーション：杉並・生活者ネットワー
ク事務所（杉並区阿佐谷南 1-15-6 和久井ビル 2
階／南阿佐ヶ谷駅）　03-5377-5080

都議会ネット
■ 2020 年第 3 回東京都議会定例会の開催、
9 月 18 日（金）～ 10 月 8 日（木）。代表質問 9
月 29 日（火）、一般質問 9 月 30 日（水）。

東 京 都 環 境 局 地 球 環
境エネルギー部と面談
し、「東京都内自治体
の 電 力 調 達 の 状 況 に
関する調 査 2020 報 告
書」を手渡す、パワーシ
フト・キャンペーン運営
委員会（事務局　FoE 
Japan）、東京・生活者
ネットワーク、国際環境
NGOグリーンピース・
ジャパンのメンバー。
左から3 人目が筆者の
吉田ゆみこ品川区議。
2020 年 7月9日
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施
設
の
調
整
、
移
動
の
手
配
に
日
数
が

か
か
る
な
ど
が
要
因
で
、
ほ
と
ん
ど
が

保
健
所
の
業
務
に
な
っ
て
い
る
と
い

う
課
題
が
あ
り
、
破
綻
寸
前
に
な
っ
て

い
る
。

P
C
R
検
査
は

受
け
や
す
く
な
った
か
？

　

3
、4
カ
月
前
に
比
べ
、
P
C
R
検

査
数
は
格
段
に
増
え
た
。し
か
し
、
無

症
状
の
人
に
対
す
る
検
査
は
、
医
師
が

必
要
と
判
断
し
た
場
合
を
除
き
検
査

の
対
象
に
は
な
ら
な
い
。「
職
場
等
で

感
染
者
が
出
て
も
、
マ
ス
ク
を
し
て
い

た
の
で
濃
厚
接
触
者
に
あ
た
ら
な
い

と
言
わ
れ
た
」「
症
状
が
軽
い
の
で
様

子
を
見
る
よ
う
言
わ
れ
た
」
な
ど
、
検

査
の
希
望
や
要
望
に
応
え
て
い
な
い

と
い
う
訴
え
が
あ
る
。感
染
拡
大
を
抑

え
る
に
は
、
検
査
を
広
げ
る
必
要
が
あ

る
。

　

地
域
で
暮
ら
す
高
齢
者
や
障
が
い

者
を
支
え
る
介
護
・
介
助
従
事
者
は
、

感
染
し
な
い
、
さ
せ
な
い
た
め
に
細
心

の
注
意
を
払
い
予
防
対
策
を
し
な
が

ら
日
々
ケ
ア
を
行
っ
て
い
る
と
聞
い

て
い
る
。特
に
、
感
染
す
る
と
重
症
化

し
や
す
い
障
が
い
者
や
、
介
護
従
事

者
・
事
業
者
か
ら
は
定
期
的
な
P
C
R

検
査
の
要
望
が
あ
る
。東
京
都
は
、
医

療
崩
壊
を
防
ぎ
、
リ
ス
ク
の
高
い
高
齢

者
、
障
が
い
者
へ
の
感
染
を
防
ぐ
た
め

に
も
、
行
政
検
査
の
対
象
を
広
げ
る
べ

き
だ
。

府
中
・
生
活
者
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
市
議
会
議
員

奥
村 

さ
ち
子

　

府
中
・
生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

福
祉
部
会
と
、
運
動
グ
ル
ー
プ
と
し

て
地
域
活
動
を
連
携
し
て
き
た
府
中

地
域
協
議
会
で
は
、
地
域
と
の
交
流

が
途
絶
え
が
ち
だ
っ
た
り
、
孤
立
や

不
安
を
抱
え
て
暮
ら
し
て
い
る
人
た

ち
へ
の
対
策
を
、
地
域
の
課
題
と
捉

え
て
活
動
し
て
き
ま
し
た
。

市
民
が
実
現
し
た
地
域
づ
く
り

の
拠
点
「
え
ん
が
わ
家
」
を
見
学

　

昨
年
10
月
に
、
三
鷹
市
新
川
で
地

域
の
居
場
所
づ
く
り
を
実
践
し
て
い

る
「
え
ん
が
わ
家
」
を
訪
問
し
ま
し

た
。静
か
な
住
宅
街
に
あ
る「
え
ん
が

わ
家
」は
、築
60
年
の
空
き
家
を
リ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
し
、
2
階
を
シ
ェ
ア
ハ

ウ
ス
、
1
階
を
地
域
の
交
流
の
場
と

し
て
開
い
て
い
ま
す
。ま
ち
づ
く
り

に
関
心
の
あ
る
市
民
有
志
が
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
と
近
隣
へ
の
チ
ラ
シ
ま
き
な
ど
で

地
域
に
共
感
者
を
拡
げ
、
空
き
家
の

用
途
を
探
る
市
民
グ
ル
ー
プ
を
結

成
。「
世
代
を
超
え
、み
ん
な
で
支
え

あ
う
拠
点
を
作
り
た
い
」
と
い
う
思

い
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
壁
を
乗
り
越
え

実
現
に
漕
ぎ
つ
け
た
の
だ
と
い
う
こ

と
を
伺
い
ま
し
た
。

　
「
え
ん
が
わ
家
」
は
空
き
家
を
使
っ

た
居
場
所
で
す
が
、
空
き
家
の
利
活

用
が
目
的
で
始
ま
っ
た
活
動
で
は
な

く
、「
高
齢
化
し
た
こ
の
地
域
に
若
い

人
た
ち
が
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
に
集
い
、と

も
に
地
域
づ
く
り
を
し
て
い
く
」と
い

う
コ
ン
セ
プ
ト
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、

現
在
も
多
様
な
手
法
で
地
域
の
つ
な

が
り
を
拡
げ
て
い
ま
す
。

府
中
発
！
地
域
の
居
場
所
づ
く

り
と
居
住
支
援
の
取
り
組
み

　

N
P
O
法
人
A
C
T
（
ア
ビ
リ

テ
ィ
ク
ラ
ブ
た
す
け
あ
い
）
が
進
め

る「
ま
ち
の
縁
が
わ
」も
地
域
の
居
場

所
と
し
て
、
空
き
家
の
利
用
や
住
み

開
き
な
ど
を
実
践
す
る
活
動
で
都
内

各
所
に
拡
が
り
、
地
域
の
人
が
集
ま

り
、
相
談
事
業
や
ち
ょ
っ
と
し
た
お

手
伝
い
を
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
事
業

な
ど
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。府
中
市

で
も
高
齢
化
や
単
身
世
帯
の
増
加
に

よ
る
孤
立
へ
の
対
策
は
喫
緊
の
課
題

で
あ
り
、
視
察
で
得
た
実
践
例
も
生

か
し
な
が
ら
、
し
っ
か
り
と
し
た
コ

ン
セ
プ
ト
を
持
っ
た
「
ま
ち
の
縁
が

わ
」
の
立
ち
上
げ
を
計
画
し
て
い
ま

す
。

　

さ
ら
に
、府
中
地
域
協
議
会
で
は
、

居
住
支
援
の
取
り
組
み
も
進
め
て
い

ま
す
。高
齢
者
や
障
が
い
者
、ひ
と
り

親
家
庭
な
ど
困
難
を
抱
え
る
方
の
支

援
は
住
ま
い
だ
け
で
は
な
く
、
生
活

支
援
に
も
お
よ
び
ま
す
。よ
り
手
厚

く
一
人
ひ
と
り
に
寄
り
添
う
支
援
を

し
て
い
く
こ
と
は
簡
単
な
こ
と
で
は

な
い
と
予
想
さ
れ
ま
す
。し
か
し
、

「
行
政
や
既
存
の
し
く
み
で
は
足
り

な
い
人
た
ち
へ
届
く
支
援
を
」
と
い

う
思
い
を
共
通
項
に
、
研
修
や
モ
デ

ル
事
業
の
取
り
組
み
を
始
め
て
い
ま

す
。

　

予
期
せ
ぬ
コ
ロ
ナ
禍
で
さ
ら
に
浮

き
彫
り
と
な
っ
た
孤
立
や
貧
困
、
不

安
定
な
雇
用
や
暮
ら
し
の
基
盤
で
あ

る
は
ず
の
住
ま
い
の
問
題
。休
業
要

請
な
ど
の
影
響
か
ら
解
雇
さ
れ
住
ま

い
を
失
う
人
が
急
増
し
て
い
ま
す
。

今
こ
そ
地
域
力
・
市
民
力
を
活
か
し

て
、
つ
な
が
り
共
に
支
え
合
う
と
き

で
す
。安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ

く
り
を
追
求
し
、
地
域
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
拡
げ
て
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、TEL : 042-360-4443

Ｅ
メ
ー
ル : fuchu-snet@

ric.hi-ho.ne.jp

府
中
・
生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
福
祉
部
会
ま
で
。

高齢者・障がい者の
新型コロナ感染症対策を急げ
東京・生活者ネットワーク都議会議員

山内れい子［国立市・国分寺市］

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が

止
ま
ら
な
い
。地
域
で
暮
ら
す
障
が
い

者
、
在
宅
を
支
え
る
介
護
保
険
事
業
者

な
ど
か
ら
、
感
染
症
対
策
に
関
す
る
東

京
都
へ
の
要
望
が
、
都
議
会
生
活
者

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
届
い
て
い
る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

新
規
陽
性
者
が
増
え
続
け
る
中
、
東
京

都
は
軽
症
者
・
無
症
状
者
の
た
め
の
宿

泊
療
養
施
設
（
ホ
テ
ル
）
を
拡
充
し
て

い
る
が
、
自
宅
療
養
の
人
が
一
向
に
減

ら
な
い
の
は
な
ぜ
か
。都
の
発
表
で

は
、
8
月
16
日
時
点
で
、
都
内
の
入
院

患
者
は
1
6
0
5
人
、
宿
泊
療
養

2
8
8
人
。自
宅
療
養
6
9
3
人
、
入

院
・
療
養
等
調
整
中
が
1
0
2
9
人
。

陽
性
者
の
約
1
7
0
0
人
が
自
宅
で

過
ご
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

育
児
・
介
護
の
心
配
せ
ず
に

安
心
し
て
療
養
で
き
る
し
く
み

　

都
は
軽
症
・
無
症
状
で
あ
っ
て
も
宿

泊
療
養
を
原
則
と
し
て
い
る
が
、
自
宅

療
養
が
減
ら
な
い
要
因
と
し
て
、
同
居

家
族
に
子
ど
も
、
高
齢
者
、
障
が
い
者

が
い
る
場
合
、
そ
の
家
族
を
残
し
て
安

心
し
て
療
養
で
き
な
い
と
い
う
問
題

が
あ
る
。一
方
、
同
居
家
族
が
い
る
と
、

隔
離
、
食
事
や
風
呂
・
ト
イ
レ
な
ど
の

感
染
防
止
は
む
ず
か
し
い
。

家
庭
内
感
染
を
生
み
や
す

く
、
体
調
急
変
の
対
応
も
大

変
だ
。感
染
者
が
安
心
し
て

入
院
、
宿
泊
療
養
す
る
に

は
、
行
政
が
同
居
家
族
に
対

し
個
々
に
応
じ
た
ヘ
ル

パ
ー
の
派
遣
、
短
期
的
な
入

所
先
な
ど
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
す
る
必
要
が
あ
る
。感
染

者
が
一
人
暮
ら
し
の
場
合

は
、
食
事
や
日
用
品
な
ど
の

手
配
が
必
要
だ
。
こ
う
し

た
、
現
場
に
何
が
必
要
か
想

像
力
を
巡
ら
せ
た
対
応
が

肝
心
だ
。

　

ま
た
、
入
院
・
療
養
先
を

調
整
中
の
人
が
多
い
の
は
、

P
C
R
検
査
の
結
果
が
出

る
ま
で
に
1
～
2
日
か
か

る
こ
と
、
入
院
・
宿
泊
療
養

地
域
で
支
え
あ
う 

︱
︱ 

府
中
発

多
様
な
住
ま
い
方
と

居
場
所
づ
く
り
始
動
！

編集後記／原爆投下から75 年目の夏を迎えた。原爆被害の悲惨を二度と生まないためには、核兵器の全廃が必須だが、現在世界が保有する核弾頭は 1万 3400
発、原爆材料となる核物質は 10 万 9060 発分。とくに余剰プルトニウムは 530トン、うち日本が民生用原子炉で生み出したプルトニウムも41.7トンとピークに達
している。今年１月、世界の「終末時計」の針が午前零時まで残り100 秒となった。一方、国連核兵器禁止条約は発効に必要な批准 50カ国まで残り７カ国となっ
た。日本政府は原爆被爆国の義務として核廃絶をターゲットに条約発効に向け力を尽くべきである。憲法 9条を名実ともに世界の理想とするためにも、SDGs が掲
げ、世界が希求する持続可能な開発目標の、その根幹に核兵器の全面放棄を据え具体策を講ずるときである。（加藤）

三鷹市新川で地域の居場所づくりを実践している「えんがわ
家」を訪問。一般社団法人ＥＮＧＡＷＡ代表理事の若島さん
に、地域の人が主役でつくる「えんがわ家」のこれからのビジョ
ンをうかがった

9・17日朝ピョンヤン宣言18周年集会「朝鮮戦争の終結と日朝国交
正常化の実現を」
9月17日（木）18：30 ～　文京区民センター 3A（春日駅、後楽園駅）　講演・対米従属の
源流－朝鮮戦争と日米安保：布施祐仁（ジャーナリスト）、特別報告・生み出され続ける朝鮮
学校差別 2010 ～ 2020：朴金優綺（在日本朝鮮人人権協会）　800円　「朝鮮半島と日本に
非核・平和の確立を」市民連帯行動　03-3526-2920、070-6997-2546

9.18さようなら原発首都圏集会
9月18日（金）開場 17：30　オープニング 18：00　開会 18：30　デモ出発 19：15　日比谷
公園大音楽堂（日比谷野音）（霞ヶ関駅、日比谷駅）　「さようなら原発」一千万署名市民の
会　03-5289-8224

あなたが食べているパンは大丈夫？～農薬グリホサート汚染の実態
9月26日（木）13：30 ～ 15：30　連合会館 201 会議室（新御茶ノ水駅、淡路町駅、小川町駅、
御茶ノ水駅）　講演・農薬グリホサート汚染から見えてきたもの：天笠啓祐（ジャーナリス
ト）、食塩中のマイクロプラスチック残留検査発表（予定）：守屋由紀枝（環境カウンセラー）
1000円　要予約　03-5155-4765　食の安全・監視市民委員会

これからの反核運動を考える9・29練馬の集い
9月29日（火）19：00 ～　ココネリ区民・産業プラザ研修室１（練馬駅）　米中核軍拡競争
と敵地攻撃力保有の動きの中で　お話：湯浅一郎（ピースデポ）　500円　呼びかけ：戦争
に協力しない！させない！練馬アクション有志　090-5208-5803（池田）

都政フォーラム「ゲノム編集食品　何が問題？」で報告する、都議山内れい子と、国分寺市議の
高瀬かおる、岩永やす代、国立市議のこはまかおる（2019年10月）。参加の場を共有するフォー
ラムの開催は困難だが、国立・国分寺の両ネットでは、コロナ禍や５Gを始めとする喫緊の政
治課題について、オンライン学習会やWEBアンケートなどに取り組んでいる

東京都新型コロナ感染症対策サイト   https://stopcovid19.metro.tokyo.lg.jp/


